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2月22日は「2・2・2」の組み合わせで「ニャン・ニャン・ニャン」という語呂合わせで「猫の日」。猫の日が制定された

のは1987年のことです。愛猫家の学者や文化人によって構成される「猫の日制定委員会」が、「ペットフード工業会」と 

協力して制定したそうです。 

スタート 

ゴール 

スタートからゴールまで熟語のしりとりで移動す

る迷路ゲームです。正しいルートでゴールまでたど

り着くと、通らなかったパネルが出てきます。        
 

この余りのパネルの漢字を  
つなぎ合わせてできる熟  
語が「答え」になります。       

例題では「以」と「前」の  
パネルが余るので、「以前」  
が答えとなります。  

 

－ 漢字しりとり迷路 応募方法 － 

①名前 ②住所 ③電話番号④「かとけん通信」の中で興味のあった記事、ご意見、ご感想など。

⑤答えをご記入の上 FAX かメールにてご応募下さい。 

FAX ２２－２１３３ hirose@kato－const.jp ハガキやお電話でもＯＫです！ 

こたえ 

年 始 

１月号こたえ 

比率 →率先 →先陣→陣地→地団駄 

→駄賃 →賃借権 →権限 →限定 → 

定数 →数字 →字体 →体積 →積算 

→算定→定着→着眼点→点数→数学 

→  →  →  →  →  →  

古代エジプト人は、猫を"神の使い"として大切にしていまし

た。古代エジプトでは死者への敬意を込めてその亡骸
なきがら

をミイ

ラ化するという習わしがありましたが、猫も同じようにミイ

ラとして手厚く葬られていたようです。人間でもミイラにな

るのは王族などごく一部の身分の高い人だけであったこと

から、猫がいかに大切な存在だったかが分かりますね。 

麦の栽培が始まった頃から、大切な食料を荒らし、様々な病

原体を運ぶネズミは非常にやっかいな存在でした。そんなネ

ズミの脅威から人々を救った猫が神聖視されたそうです。古

代エジプト人はどこかで火事が起きれば何より先に猫を救

わなければならず、消火よりも猫が火の中に飛び込まないよ

う監視をしていたと語り伝えられてるそうですよ。 

「ねこ」の語源には諸説あるようです。 

① 『ねこま』説。ねこまには、いくつもの当て字が使わ

れていたようです。例えば、『鼠神』『鼠小待』などが

あります。標的のネズミをじっと待っていることから

『鼠子待』という当て字も使われていました。 

② ネズミを捕まえるのを好むという意味の『鼠を好む』

が、ねこという言葉に変化したという説。江戸時代の

初期に残っているそうです。 

③ 鳴き声から名前が付いたとされる説。現在は『ニャー

ニャー』と表すのが一般的ですが、かつては『ねうね

う』と表現されていました。鳴き声に小さいものとい

う意味の『子（こ）』を付けて短縮したという説。 

④ 一番有力な説はいつも寝ていることから 

「寝る子」→「ねこ」。 
 

ちなみに「猫」という漢字は、犬の形が元になっている『け

ものへん』と鳴き声を表している「びょう」もしくは「み

ょう」と読む『苗』からできているそうです。 

「南極物語」といえば南極で取り残されて１年過ごした犬のタ

ロとジロのお話。じつはその南極観測船に猫も乗船していたこ

とを知っていますか？その名も『タケシ』です。第1次隊が観

測船で南極へ向けて港を出る直前のこと。作業に追われる隊員

のもとに、1匹の子猫を抱えた女性がやってきました。 

「オスの三毛猫は縁起が良いので、 

航海のお守りとして連れて行ってください」 

子猫は乗船を許可され一緒に南極へ。 

もともと名前はついていませんでしたが、隊長の永田武さんか

ら命名したとか。隊員たちは永田隊長に不満があるとタケシの

頭をこづいていたというエピードがあるそうです。 

その後、タロとジロを含んだイヌ15頭は小型雪上船に乗るこ

とができず昭和基地に残されてしまいました。タケシは小さか

ったため隊員と一緒に日本へ帰ってこれたそうです。しばらく

隊員宅で過ごした後、フラリと姿を消してしまったそうです。 
 

三毛猫とは猫の柄の1種で、『白・黒・茶』3色の毛を持つ猫。オス

の三毛猫が生まれる確率は、およそ3万分の1くらいなんですって。 

 

ピアノが弾けない人でもなぜか「ねこふんじゃった」は弾いたことが

あるという人は多いのではないでしょうか？みんなが楽譜を見ずに弾

けるなんてすごいですよね。 

元々、世界中で知られている曲ではあったらしいのですが作者は不明。

日本でここまで広まった背景としては1966年にNHKの「みんなのう

た」に採用されたことが要因のようです。作詞を「さっちゃん」や「お

なかのへるうた」で知られる阪田寛夫氏が手がけ、これまでの童謡や

唱歌と異なるポップさ、キャッチーさがウケてみんなが知る曲となっ

たそうです。 

世界中で演奏されているこの曲ですが、曲名が国によってかなり異な

り、ロシアでは「犬のワルツ」、スペインでは「チョコレート」、イギリ

スでは「箸～Chopsticks～」など、なぜか全く共通しないタイトルで

呼ばれているとのこと。ちなみにスウェーデンではKalle Johannson

（ケール・ヨハンソン）と完全に人の名前だそうです。 
 

音楽室で「ねこふんじゃった」のスピード競争をした日が懐かしいで

すね。猫の日は久々に「ねこふんじゃった」でも弾いてみませんか？ 

 

2 月 22 日 日 



 

 

 

   

  
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

春雨           80g 
豚バラ薄切り肉      120g 
キャベツ     3 枚（約 200g） 
人参       小 1／2 本（50g） 
ネギ            30g 
にんにく         一片 
ごま油        大さじ１ 
塩こしょう       少々 
●しょうゆ・酒・みりん  各大さじ２ 
●焼肉のタレ     大さじ１ 
炒りごま       お好みで 
  

(3 人分) 

) 

① にんにくはすりおろしておく。 

人参は千切り、キャベツは太めの千切り、豚肉は1センチ幅、

ネギは5センチ幅に切っておきます。 

② ●の調味料と水100mlを合わせておく。 

③ フライパンにごま油を入れ豚肉を炒める。豚肉に半分程度火が

通ったらにんにくを入れて炒めます。 

④ 人参・キャベツを入れ軽く混ぜます。 

その上に乾燥したままの春雨を置き、②の調味料をかけます。 

⑤ 調味料がふつふつとするまで強火、弱火にして蓋をして10分

ほど加熱します。 

⑥ 蓋を開けて春雨を半分の長さにはさみで切りざっと混ぜます。 

⑦ ネギを入れて水分が飛ぶまで炒め最後に炒りごまをふり完成！ 

ホームページは 

コチラ↓ 

✿ ✿


